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幕末から明治初期にかけて活躍した日本の近代的軍隊の創始者で

ある大村益次郎は､ 酒が好きでその飲み方が独特だったと言われています｡ 膝と膝の間にとっ

くりを挟んでちびりちびりやったそうです｡ まわりの人から､ ｢大村は股ぐらで酒をあたた

めながら飲んでいる｣ と言われていたそうです｡ そして酒の肴は必ず豆腐一丁｡ お酒の好き

な先生方には考えただけで涎が出て来そうな情景ではないでしょうか｡ 私もこのしぶい飲み

方に憧れて何度も豆腐一丁で挑戦してみましたが､ 私の場合､ 気が付くといつも目の前に食

べきれない程のつまみが並んでいるのです｡ 酒の事を考えて肴を選ぶのか､ 肴の事を考えて

酒を選ぶのか､ どちらも正しい選択なのですが｡

最近､ 歯科医師会の会務もこれと似た所があるのではないかと､ ふと思う事があります｡

多くの会員の先生方の御意見・御要望をお聞きして事業の企画・立案・実行することは大前

提ですが､ 時として会員の先生方の為になると信じて走り出さなければならない場合もある

という事です｡

今般本会で立ち上げた ｢熊本県がん患者医科歯科医療連携事業｣ もその一つであります｡

会員の先生方の中には降って湧いたように思われた方も多いのではないでしょうか｡

もともとは静岡県立静岡がんセンターで､ 地域の歯科医師会の先生方と連携しながら､ が

ん患者の手術前後いわゆる周術期に徹底した口腔ケアを施した所､ 術後の重篤な肺炎を始め

とする術後感染が減少した事から注目が集まったものです｡ 重篤な肺炎の患者が月に一人減

るだけでＩＣＵの使用日数が大幅に減り年間一千万円以上の医療費が削減されます｡ 又軽度

の肺炎他の感染症の減少も含めて考えると､ 薬剤の使用量､ 入院の日数等が大きく減少し全

体では非常に大きな医療費の抑制になります｡ そして何よりも重要なことは､ 患者本人の肉

体的苦痛を軽減させることが出来る事です｡ ４月から周術期の口腔管理が保険点数に導入さ

れた事を見ても､ 国がこの効果を認めていることは明らかであります｡ 実を言いますと本県

も日歯から具体的に説明を受けたのは今年の７月末で､ もう少し時間をかけて準備をしよう

と考えていたのですが､ 熊本のがん拠点病院の最前線におられる先生方から大変前向きにご

理解いただき､ なるべく早期に連携を始めてほしいというご要望があり急遽この事業を立ち

上げた次第です｡

この事業に加え､ すでに進められている歯周病と糖尿病及び早産予防における医科歯科連

携事業に我々が歯科医師の誇りを持って真摯に取り組むことにより､ 県民の健康維持と医療

費の削減に大きく貢献でき､ その結果として歯科医療の重要性が益々社会に認識されるもの

と信じております｡ 何卒ご協力ご支援の程よろしくお願い申し上げます｡
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県学校保健会合同研修会打合せ
医療対策：医療相談苦情事例報告
センター・介護：九州各県地域保健担当者会
総務・厚生：シニア倶楽部
学 院：特別講演､ 推薦入試
国 保：理事会
事 業 課：奥様医業経営塾
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

会会務務報報告告そそのの２２：：
１. 退会会員
・吉川 知彦 会員 (終身会員､ 熊本市)
平成24年10月７日 ご逝去 95歳
・三宅 篤子 会員
(終身会員､ 水俣・芦北郡市)
平成24年10月28日付 高齢の為 74歳
２. 名義後援使用依頼
・人吉城歴史館平成24年度秋季特別展
｢一井正典―日米をじゅぐりっと駆けた歯
科医―｣ ／人吉市教育委員会
・平成24年度檜扇の会研修会／熊本県老人福
祉施設女性管理者の会
・第12回熊本小児在宅ケア・人工呼吸療法研
究会総会／熊本小児在宅ケア・人工呼吸療
法研究会
・第61回熊本小児保健研究会／熊本小児保健
研究会
・スペシャルオリンピック日本・熊本設立20
周年記念全国水泳競技大会／スペシャルオ
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―第７回理事会―

熊歯会報 Ｈ.24.11

4

開 会：小島副会長
挨 拶：浦田会長

先日開催されました九地連学会においては､
役員の先生方をはじめ委員会委員の先生方や
職員の皆さんには大変お世話になりました｡
無事終了し､ 参加者は1,000名を超えまして､
九州各県の会長からも内容的にもすばらしい
学会だったとお褒めの言葉をいただきました｡
学院生による野点も評判が良く､ おもてなし
の心を十分に披露出来た学会となったと思っ
ています｡ 今年度の事業はまたひと山を越え
ましたが､ 来月には全国学校歯科医協議会を
本県担当で開催するなどまだ事業は残ってい
ますので､ 引き続きご協力の程よろしくお願
いいたします｡
熊日新聞にも掲載されておりましたが､ 19
日 (金) 県庁において熊本広域大水害に伴う
被災地・被災者支援に尽力したということで
本会と阿蘇郡市歯科医師会が感謝状をいただ
きました｡ 今回の大水害では手探りの状態の
中で､ 支援の実動は阿蘇郡市歯科医師会で行っ
ていただきましたが､ 県より本会にも感謝状
をいただきました｡ 今回の支援内容も踏まえ
て､ 現在本会で作成中の災害時の行動計画に
活かしていきたいと考えていますし､ 感謝状
に恥じないよう災害時の対応を検討していき
たいと思います｡ 本日も最後まで慎重審議の
程よろしくお願いいたします｡

会会務務報報告告：： (自：９月24日～至：10月18日)
本会総務：理事会､ 常務理事会､ 九州歯科医

学大会・厚生行事､ 県がん患者医
科歯科連携事業､ 愛知県歯会新会
館落成記念祝賀会

学 術：九州各県医療管理担当者会
社会保険：九州厚生局との打合せ
地域保健：笑顔ヘルＣキャンペーン打合せ
広 報：会報編集・校正､ 笑顔ヘルＣ写真

コンクール審査会
学校歯科：全国学校歯科医協議会会場打合せ､

10月23日 (火) 午後７時より県歯会館第１会議室において､ 浦田会長ほか全役員出席のもと
議長を浦田会長､ 議事録署名人を加藤､ 松本理事として第７回理事会が開催された｡

九地連学会､ お世話になりました
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リンピック日本・熊本
３. 第65回九州歯科医学大会
参加者は1,009名であった｡ アンケートは
224名から回答をもらい､ 結果を講師にも送
付する｡
４. 新選挙規則の要点
一般社団法人に移行後の新役員等の選出方
法並びに任期について､ 要約した資料をもと
に説明が行われた｡
５. 11月８日 ｢いい歯の日｣ の熊日新聞への
掲載記事内容
11月３日 (土) 付の朝刊に掲載する ｢いい
歯の日｣ の記事内容について､ 修正があれば
早めに加藤理事まで連絡する｡
６. 熊本県への予算要望
平成25年度医療施設等施設・設備整備事業
費補助金と医療施設等設備整備費国庫補助金
について､ 県庁より要望書提出依頼があった
ため､ 提出期間が短い中で要望書を早急に作
成し提出した｡
７. 平成24年度高齢者の口腔ケア推進事業
今年度新規で､ 県からの委託事業として､
県下10圏域での高齢者の介護に関わる者を対
象とした口腔ケア指導者養成研修会を主な内
容とする事業の委託があった｡
８. 口腔保健センター設備整備事業計画に伴
う熊本市からの補助金の交付決定
熊本市より､ ９月18日付で250万円の補助
金の交付決定通知が届いた｡
９. 熊日新聞掲載記事
10月２日付の ｢読者のひろば｣ に､ ７月18
日付で掲載されていた小中学校での集団フッ
素洗口を不安視する内容の投稿に対して､ 反
論する投稿が掲載されている｡
10. 熊本県学校保健会協力寄附金
今年度は208名の会員の先生方から､ 412口・
123万６千円の寄付をいただいた｡
11. 平成24年度日本歯科医師会災害コーディ
ネーター研修会
12月２日 (日) に福岡県で開催される標記
研修会は､ 受講者数に多少の余裕があるため､
各郡市会長・専務理事を通じて会員へ研修内
容等を周知してもらい､ 希望者がいれば本会
事務局まで連絡してもらう｡
12. 委員会事業企画
・学術委員会： ｢学術講演会｣

(平成25年２月３日)
13. 委員会事業報告
・社会保険委員会： ｢ニューフェイス社会保

険研修会｣ (９月１日)
： ｢社会保険講演会｣
(９月22日)

14. 各会計９月末現況
15. 11月行事予定
16. その他
○県後期高齢者医療の状況について､ 資料に
基づき中嶋副会長より説明が行われた｡
○東京都杉並区歯科医師会が住民に配布して
いるパンフレットと東京医科歯科大学同窓
会が製作したレセコンソフトの紹介が､ 浦
田会長より行われた｡
○口腔保健センターの機器入れ替えに伴い処
分する機器については､ 希望する会員がい
れば現物確認の上譲渡する｡ その旨を全会
員発送時に周知する｡

協協 議議：：
１. 新入会員の承認 [承認]
田中 勝久 (人吉市／一般) １名の入会を
承認した｡
２. 来年３月の通常代議員会・総会までの手
続きスケジュール [承認]
12月の常務理事会の開催日を変更し､ あと
はスケジュールどおりに進めていくこととし
た｡
３. 平成25年度各委員会概算要求協議日程
[承認]
広報委員会とセンター・介護委員会を入れ
替え､ あとは日程案どおり実施することとし
た｡
なお､ 予算は新基準により作成し､ 事業計
画もあわせて見直し等を含めて充分に検討す
るよう要請があった｡
４. 新定款条文の一部修正 [承認]
新定款第31条第６号の一部を第47条との兼
ね合いで修正することとした｡ ９月の臨時代
議員会・総会で新定款の趣旨を逸脱しない範
囲での修正は執行部一任の了承を得ているの
で､ 来年３月の通常代議員会・総会では修正
について報告することとした｡
５. 口腔保健センターの購入機器の追加 [承
認]
必要な機器であるので追加購入することと
した｡ もし予算を超過することがあれば補正
で対応することとした｡
６. その他
○インプラントに関するある医療広告につい
て､ 熊本市歯会が熊本市保健所長宛に提出
した抗議文と同様の抗議文書を本会が出す
かどうかは､ 嘱託弁護士の意見も聴きなが
ら慎重に取り扱うこととした｡
監事講評：片山監事､ 西野監事
閉 会：中嶋副会長

(広報 加藤 久雄)
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10月13日 (土) 午後１時30分より市民会館崇城大学ホールにおいて､ 九州地区連合歯科医師会
主催､ 本県が担当県として､ 第65回九州歯科医学大会が盛大に開催された｡

浦田会長式辞
今回のテーマは､ ｢歯の欠損から始まる病気のドミノ｣ にさせていただきました｡ 武田先生と

安達先生には歯科医師と歯科衛生士という立場から健康長寿の視点で歯の欠損をいかに補えば全

身の健康が保てるのかということについて講演を賜りたいと存じます｡ 誠に天気の良い日であり

ます｡ 本日の学会が終わりましたら､ 各大学の同窓会で旧交を温めていただき､ また明日の厚生

行事では是非日頃の練習の成果を発揮していただければと思います｡ 簡単ではございますが､ 開

会の挨拶とさせていただきます｡ 最後までよろしくお願い致します｡

特 集

開 会：九州歯科医学大会
副会長 宮坂 圭太

式 辞：九州歯科医学大会
会 長 浦田 健二
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会場には特別ゲストとして熊本県営業部長

でもある人気キャラクター ｢くまモン｣ が訪

れ､ 来場者に愛嬌を振りまいた｡ くまモンの

行くところ記念写真の人々で賑わい､ 会場を

大いに盛り上げた｡ 基調講演では､ 東京歯科

大学臨床教授の武田孝之氏が ｢歯の欠損から

始まる病気のドミノ―欠損歯列を通して考え

る健康長寿―｣ の演題で､ ポートスクエア歯

科クリニック歯科衛生士の安達 恵利子氏が

｢健康長寿を目指して―今後の歯科衛生士の

役割―｣ の演題で講演された (内容について

は後述)｡ 講演後松岡常務理事を座長として

質疑応答が行われた｡ 九州各県より歯科医師

及び歯科衛生士､ 歯科助手､ 歯科技工士､ 学

生などが訪れ､ 来場者数は､ 約1,000名を超

えた｡ 会場１階サンクンホワイエでは､ 熊本

挨 拶：九州地区連合歯科医師会
会 長 長谷 宏一

祝 辞：日本歯科医師会
会 長 大久保満男 (代理 日歯副会長 山科 透)

祝 辞：熊本県知事 蒲島 郁夫

(代理 副知事 小野泰輔) 祝 辞：熊本市長 幸山 政史

行くところ記念撮影で賑わう 熊本県営業部長 ｢くまモン｣

御講演後の質疑応答

座
長
の
松
岡
常
務
理
事
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歯科衛生士専門学院生による野点 (お茶席) が設けられ､ 来場者に学院生が点てたお茶とお菓子

を振舞った｡ 野点には300名以上が訪れて大変好評であった｡ また､ １階展示ロビーでは地域保

健委員会､ 熊本歯科衛生士専門学院､ 一井正典先生紹介､ 業者によるポスター及び書籍等展示が

行われた｡

次期開催県挨拶：

学院生による野点

大好評であった野点

地域保健委員会のポスター展示

熊本歯科衛生士専門学院のポスター展示

一井正典先生紹介

ペナント授与

鹿児島県歯科医師会会長 森原 久樹

九州歯科医学大会副会長 中嶋 敬介

閉 会：
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良く噛めることは､ 歯科医療の出発点であ
りゴールではない､ 良く噛めたその先に健康
があってほしい｡ インプラントで支える健康
長寿というテーマで光の部分と高齢者へのイ
ンプラント治療というテーマでリスクという
点をどのように考えているかということをお
話ししたい｡
現在のところ多くの子ども達がカリエスに
ならずに成人を迎えているが､ 未病の方にとっ
ては､ 保険導入の有無に関わらず原因の追及
をして発症を抑制してゆく｡ そして欠損がで
きてしまった方は､ 従来の補綴をあるいはイ
ンプラントによって高次機能回復を営んでゆ
く｡ 個々の患者さんに対してはスマートエイ
ジング､ そして社会に対しては医療費の削減
ということが私達に課せられている役割であ
る｡ 従来の歯科治療は,失われた口腔機能と
形態回復を主目的として患者の主訴を改善し
てきた｡ また､ 慢性再発性感染症とも言える
う蝕､ 歯周病に対して細菌検査､ 免疫検査の
充実によりリスクを把握した上で予防の徹底
を図れるようになり､ さらに全身疾患との関
係も一部解明され､ 一般医科領域と密接な関
連性をもち､ 患者・社会に貢献をし始めてい
る｡
しかし､ 歯科の特殊性として､ 患者も歯科
医療従事者も口腔から踏み出しにくく､ 歯を
通して全身の健康を維持すると言う観点がお
ぼろげであることも否めない｡ 欠損を有する
患者が来院すると､ 先ず欠損歯列の評価を行
い､ リスク､ レベル､ 将来予測を患者に理解
してもらい､ その後､ 患者の優先順位を考慮
しつつ治療計画を立てることになる｡ 同時に
高齢者においては､ 全身状態のスクリーニン
グ的な把握を行い､ 補綴治療の結果､ 健康で
価値ある生活を行うことを最終目標とする｡
私達が日々の診療で目指していることは､
天然歯を多く残したいということである｡ し
かし介護の現場から聞こえてくる声は､ 診療
室と同レベルの口腔清掃はまず無理､ そして

天然歯が残っていることもやっかい､ デンチャー
が入っているほうが対応しやすい､ 高度なメ
インテナンスが前提のインプラントなど困っ
てしまうといったことが現場の本音である｡
現場における問題点は､ ①インプラントをす
る時点で高齢者であり全身的なリスクが極め
て高い｡ ②40､ 50代でインプラントを行った
患者の20年後の身体的な変化､ をどう取り扱
うかということである｡ インプラントは高度
なメインテナンスが必要か？歯石歯垢が付着
して組織に強い炎症が起こっている状態であっ
ても､ 緻密骨による封鎖がきちんと行われて
いるインプラントは､ 炎症による骨吸収をあ
る程度時間稼ぎができる｡ 磨けなくても良い
という訳ではないが､ 思いの外インプラント
の継続使用が出来る症例を多く見る｡
インプラントを使用する目的は従来の補綴
治療で補うことが難しかった要素の改善にな
り､ さらに､ 高次機能回復を目指す｡ メイン
テナンスに入ってもこの目標はさらに変わら
ず､ プラークコントロール､ 力のコントロー
ルは中間目標となり､ 自分で自分の健康を守
ると言うことが患者と歯科従事者の共通ゴー
ルとなる｡ あえて言うならば､ 従来の歯科医
療の目的は今や中間ゴールにしか過ぎず､ 高
齢社会においては健康を維持し､ 健やかな生
活を自分の力で勝ち取ることが歯科医療の最
終目標となる｡
高齢化社会に歯科医師はどう向き合ってい
くべきか？全体として天然歯を保存して､ 患
者の健康維持を目指すことが大原則である｡
緊急避難的な介護になったからと歯を抜いた
り処置をするという訳ではなく社会全体でマ
ンパワーでバックアップを考えなくてはいけ
ない｡ その時にライフステージに合わせたイ
ンプラントを考えていかなくてはいけない｡
歯科衛生士とともに生活習慣を考えて健康寿
命を永く維持していくような努力をしていく
べきであると考える｡

歯の欠損から始まる病気のドミノ

東京歯科大学臨床教授 武田 孝之 氏

― 欠損歯列を通して考える健康長寿 ―

基 調 講 演 １
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患者の健康長寿を目指してクリニックで行っ

ている取り組みと歯科衛生士の仕事のひとつ

である治療後のメインテナンスに焦点を絞っ

てお話ししたい｡ 今までの歯科衛生士の業務

は､ 咀嚼機能が回復した患者に対し食べられ

る喜びを共に分かち合い､ 治療後のメインテ

ナンスはプラークコントロールを中心とした

清掃がメインだった｡ 良く噛めることが治療

のゴール､ 後は長期的に歯を使用できるよう

メインテナンスをしっかり行うことが歯科衛

生士の仕事だと思っていた｡ しかし実際は､

良く噛めるようになった患者は健康になって

いなかった｡ 人の身体は毎日の食事で成り立っ

ている｡ 噛めない､ 入れ歯が合わない､ 食べ

られないといった理由で偏った食生活を続け

ていたら必ず不健康となる｡ 歯があっても噛

まない､ 丸呑み､ 暴飲暴食など不健康な食習

慣の根底にも咀嚼機能の低下が関わっている

可能性については､ まだクローズアップされ

ていないのが現状である｡

現在では超高齢化が進み､ 低栄養､ メタボ

リックシンドローム､ 生活習慣病の患者が増

加し続け､ 膨大な医療費に日本の財政が圧迫

されている状況である｡ 更に日本は2050年に

65歳以上が３人に１人というまさに超高齢化

社会を迎えようとしている｡ そして､ 介護す

る人よりも介護される人の方が多くなるといっ

た時代の到来であることを認識しなければな

らない｡ 本当に国民一人一人が今後の日本の

将来について真剣に考えなくてはいけない｡

治療で良く噛めるようになったら､ 咀嚼の意

味を伝え､ 食事指導､ 生活指導まで行わなけ

れば､ 患者を健康に導くことはできない｡ 日々

の診療で患者に伝えていることは､ ①咀嚼の

重要性 (良く噛んで食べると身体に良いとい

う８つの効果 ｢ひみこのはがいいぜ｣)､ ひ……

肥満の防止､ み……味覚の発達､ こ……言葉

の発達､ の……脳の発達､ は……歯の病気の

予防､ が……がんの予防､ い……胃腸快調､

ぜ……全力投球 ②生活習慣の改善 (担当

の歯科衛生士が担当の患者に対して問診を行

い､ 生活習慣に改善点があればアドバイスを

行う)､ ③健康寿命 (介護を受けながら長生

きするのではなく､ 健康で長生きすることが

大事)､ である｡ 老化は止める事が出来ない

が､ 病気は予防出来る｡ 咀嚼機能の回復と維

持が毎日の食事につながり､ 毎日の食事が全

身の健康へと繋がることを患者さんに認識さ

せることが最重要課題である｡ 私のクリニッ

クのメインテナンスは､ 治療後のプラークコ

ントロールなど口の中の健康維持にとどまら

ず､ 食生活の把握・指導など全身の健康まで

管理している｡ 今後の歯科衛生士の役割は､

①食育を含め幅広い知識を身に付ける､ ②患

者の全身を診る力を養う､ ③患者に咀嚼の大

切さを伝え健康へ導く､ ④膨れ上がる医療費

に歯止めを､ ⑤健康寿命延伸､ これがこれか

らの私たちの仕事である｡ 今後間違いなく高

齢の患者が多くなる｡ 今後のメインテナンス

は歯の健康を守ることはもちろんのことなが

ら､ そこから全身の健康までを考えた医療を

提供することが､ 厳しい歯科界を生き抜くた

めにも大切になるのではないだろうか｡

(広報 加藤 久雄)

健康長寿を目指して

ポートスクエア歯科クリニック歯科衛生士 安達恵利子 氏

― 今後の歯科衛生士の役割 ―

基 調 講 演 2
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も１点を追加されると､ この回で降板した｡
結局､ 山口は２回７失点 (自責５) であった｡
打線は相手先発の前に３回を完全に封じ込ま
れていたが､ ５回に２番手投手から右山の左
二塁打などで２点を返すと､ さらに６回には､
三塁から再登板となった矢野剛から中島の右
中間二塁打で１点を返した｡ しかしながら､
序盤の失点が大きく反撃が及ばなかった｡
その他結果
１回戦
大分 10－１佐賀
福岡 １－２鹿児島
長崎 ４－０沖縄
準決勝
鹿児島 １－３長崎
本大会の詳しいスコアテーブルは熊歯野球
部ホームページ参照
http://www012.upp.so-net.ne.jp/renkyu/
謝辞：開会式と閉会式にご協力と試合の応援
を頂きました浦田健二会長以下執行部の先生
方ならびに事務局の方々｡ また､ 早朝からお
手伝い頂きました (株) カドカワの吉住 央
氏以下社員の方々にこの場をお借りして厚く
御礼を申し上げます｡

参加者：菅原､ 上田､ 藤本､ 有田､ 中山､ 河
合､ 中島､ 渡辺洋､ 吉崎､ 右山､ 井口､ 田中､
井上､ 井野､ 西､ 西山､ 福井､ 山口､ 椿､ 宮
本､ 宇治､ 樋口､ 岡村､ 渡辺裕､ 原田､ 江頭､
岡､ 久保､ 吉住 (井上 真樹)

10月14日 (日)､ 熊本市東区石
原町の熊本県民総合運動公園野球
場に於いて､ 第65回九州歯科医学
大会野球大会が行われた｡ 第53回
大会の福岡県以来12年ぶりとなる
開催県優勝を目指したが､ 準決勝
で大分県に敗れた｡
１回戦
先制されるも中盤集中打で逆転､
山口完投｡
宮崎 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
熊本 ０ ０ ４ ０ １ ０ Ｘ ５
(宮) 前田､ 土持―江藤
(熊) 山口―渡辺洋
▽二塁打 山崎 (宮)､ 山口 (熊)
初回､ 山口は一死一塁二塁で､ ４番打者に
左中間突破の二塁打を浴びて２点の先制を許
した｡ 熊歯は１､ ２回こそ相手先発投手の前
に無得点であったが､ ３回に先頭の渡辺洋が
死球で出塁｡ 続く西は三塁ゴロに打ち取られ
るが､ 悪送球となり無死二塁三塁のチャンス
を迎えた｡ 続く田中が中堅への飛球を打ち上
げて､ 犠飛と思われたが､ 三塁走者の渡辺洋
が本塁で憤死して併殺となった｡ チャンスが
途絶えたと思われたが､ 井口の左前打 (送球
間に二塁進塁) で１点差に迫ると､ 続く井野
の中前打で同点､ 山口の左越え二塁打で逆転､
さらに河合の左前打で１点を加えて､ この回
４点と逆転した｡ ５回にも井口のこの試合３
本目となる左前打で１点を追加した｡ 山口は
序盤こそ制球に苦しんだが､ 立ち直り４回以
降は失策で許した走者のみで､ ７回２失点の
完投勝利であった｡
準決勝
山口乱調７失点､ 終盤反撃も及ばず｡
大分 ６ １ ０ １ ０ ０ ８
熊本 ０ ０ ０ ０ ２ １ ３

(６回時間切れコールド)
(大) 矢野剛､ 武藤秀､ 矢野剛―武藤晃
(熊) 山口､ 河合､ 上田―渡辺洋
▽二塁打 河合 (熊)､ 右山 (熊)､ 中島 (熊)､
矢野剛 (大)､ 武藤晃 (大)
初回､ 山口は失策絡みで先制を許すと､ 打
者一巡の攻撃で６点を奪われる｡ 続く２回に

準決勝 反撃及ばず残念

野 球 準決勝敗退､ 開催県優勝ならず

決勝
大分 ８－３長崎
最優秀選手賞
矢野 剛 (大分)
敢闘賞
井上康一郎 (長崎)

�����������
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強権にあっけなく鎮圧されてしまい､ またこ
れからも修業の日々です｡ とは言うものの妻
が髪のセットしたり､ 新しい服を着ても､
｢似合うね｣ とか ｢いいね｣ と言う訳でもな
い自分にも反省すべき点はあるようです｡ まっ
試合に勝った負けたと言えるのも妻あっての
事かも知れません｡
今回は地元主催で､ お世話していただいた
歯科医師会事務局の方々､ 応援に駆けつけて
くださった先生方､ 本当にありがとうござい
ました｡ そして､ 大会までの準備大変だった
けど､ 一致団結して最高の結果を残せた剣道
部員の皆さんよかったね｡ お疲れ様でした｡
これからも勝利に酔いしれる事なく､ また
稽古に励んでまいります｡
試合出場者は以下のメンバーでした｡
〈Ａチーム〉〈Ｂチーム〉〈Ｃチーム〉

先鋒 太田 中井 沢木 (直)
次鋒 三森 近藤
中堅 増永 高宗 沢木 (孝)
副将 中嶋 田ノ上
大将 牧野 西田 徳永

県立体育館での､ 最後の試合は､ 団体戦決
勝､ 熊本Ａ対熊本Ｂの対戦となりました｡ ５
年振りの優勝もさる事ながら､ 地元開催で熊
本チーム同士が決勝進出となり､ これ以上な
い対戦を楽しむ事ができました｡ 九地連剣道
大会の長い歴史の中で､ 決勝戦が同県の２チー
ムによるのは初めての事です｡
今大会でのMVPは阿蘇の三森選手 (韓流
時代劇 ｢イ・サン｣ に出演のパク・テスとい
う武官似のよか男) でしょう｡ 前回優勝の福
岡との準決勝で､ 先鋒引き分けの後の次鋒戦､
三森選手の２本勝でぐいっと勝利を引き寄せ
ました｡ 結果熊本同士の決勝戦という最高の
舞台ができました｡
個人戦一般の部では､ 優勝は逃したものの､
２位三森､ ３位中嶋､ 太田の３選手が､ 熊本
チームからでした｡ シニアの部では不肖田ノ
上が三連覇を果たしました｡ 家に帰り､ 元気
よく ｢三連覇達成｣ と妻に伝えましたが ｢洗
濯物が入れてないよ｣ とつれない返事｡ ｢ちょっ
とは､ よかったねくらい言っくれよ｣ と､ 島
原の乱､ 大塩平八郎の乱に次ぐ､ 日本三大反
乱である田ノ上の乱を起こしましたが､ 妻の (田ノ上 輝)

団体戦は熊本Ａ－熊本Ｂでの決勝戦

剣 道 団体戦は熊本Ａが優勝
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ント４－５の40オール｡ 次のポイントを落と
したら負け､ 取ったらタイブレークという緊
張のポイントまでもつれました｡ 周囲の期待
が最高潮に達した時､ 飯田の打ったボールが
わずかにアウト｡ 惜しくも､ 本当に惜しくも
準優勝でした｡ 悔やまれるのは勝ちが決まっ
た準決勝の消化試合で､ 高松・飯田ペアがも
つれた試合をしたことです｡ あの試合で体力
を温存していたら……
火の国チームは､ 本戦のトーナメントでは
惜しくも敗れましたが､ コンソレーションで
決勝まで進出した｡ 決勝は時間の関係で途中
で打ち切りになり､ 長老の友枝先生は最後ま
でやりたいと悔しがっておられました｡ (友
枝先生は帰りの車の中で両足がけいれんし車
から出られなくなり､ 打ち上げの焼肉には参
加できませんでした｡)
その日の打ち上げは､ 恒例の焼肉です｡ テ
ニス部の打ち上げはいつも誰かが敗戦の戦犯
にされます｡ この日は簡単に約束を破った英
司と､ 無駄な体力を使った高松・飯田がター
ゲットになりました｡ 来年こそは､ と大いに
盛り上がり､ 熊本チームはさらに結束が強まっ
たように思います｡ 皆さん主催と試合の両立､
お疲れ様でした｡ また来年美味しいお酒が飲
みたいですね｡

(山口 英司)

今年の九地連のテニストーナメントは､ 10
月14日 (日) パークドームで開催された｡ 今
年は熊本県が主催ということで､ 数ヶ月前か
ら歯科医師会のテニスチームの皆さんで準備
を進めてまいりました｡ トーナメントの方法
や､ 参加賞､ 優勝商品､ トロフィーの手配な
どみんなで分担して無事当日を迎えた｡
熊本からは例年､ 肥後もっこすチームと火
の国チームが参加｡ 肥後もっこすチームは前
年度優勝しており､ 昨年は最高の形で福岡チー
ムから優勝カップを奪還し､ 今年はもちろん
５年ぐらいは全盛期が続くのではないかと思
われた｡ (英司の誓い｡) 肥後もっこすチーム
は第１シードで､ 決勝まで危なげなく勝ち進
んだ｡ 途中､ 久留米チームに強敵がいたが､
高松・飯田ペアが見事に粉砕｡ チームは勢い
に乗った｡ そして決勝､ 相手は３年連続の福
岡チーム｡ 一昨年､ 熊本の５連覇を阻んだチー
ムです｡ しかも今年は開業したての若いバリ
バリの選手をメンバーに入れてきた｡ 第１試
合の山口・八木ペアは今大会絶好調で､ スト
レート勝ち､ さすがです｡ 第３試合の山根・
英司ペアは今大会屈指の強敵 (高校時代は全
国でも有名だったらしい) に競りながらもス
トレート負け (英司の５年間無敗､ という誓
いは簡単に崩れました)｡ 勝負は第２試合の
高松・飯田ペアに託されました｡ ゲームカウ

大会終了後の熊本チーム

テニス ｢惜しくも準優勝！今年の戦犯は…｣
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戦ということでまた頑張りたいと思います｡

ご協力いただいた方々､ 応援に来ていただい

た県歯執行部の先生方､ 本当に有難うござい

ました｡

熊本県チーム
４人チーム

Ａ 春野 惟一 奥田 良樹 加藤 喜久

西銘 達生

Ｂ 犬束 美尚 菊竹 茂人 新名 正明

山崎 芳徳

Ｃ 井手尾寛志 伊藤 延隆 宮井 祐

井尾 治雄

メイクチーム 勇 雅大

ボウリング大会は､ 10月14日 (日) 午前９

時より､ ラウンドワン熊本店において九州各

県から全104名の参加を得て開催された｡ ま

だ開会前の暗い時間から参加者も会場に現れ､

準備に余念がなかったようだ｡

前日の同窓会の酒も残っていつつも皆元気

そうで開会式では伊藤会員の選手宣誓､ そし

て県歯中嶋敬介副会長の挨拶､ 始球式があっ

た｡ 個人戦､ ２人チーム戦､ ４人チーム戦､

９ゲームを戦い､ 予定時間を超過してしまう

程の熱戦が繰り広げられた｡

我々熊本県歯科医師会ボウリングチームは

個人戦で井尾 治雄会員が640のスコアで６

位入賞｡ ２人チーム戦では熊本Ｂチーム (井

手尾､ 井尾) が1212のスコアで10

位､ ４人チーム戦では熊本Ｃチー

ム (井手尾､ 伊藤､ 宮井､ 井尾)

が2307のスコアで４位と健闘しま

した｡ 個人総合でも井尾 治雄会

員が５位に入賞された｡ ハイゲー

ムは291､ ハイシリーズは710でど

ちらも福岡県の梶原先生でした｡

全体的には福岡県の強さが目立っ

ていた｡ 今回は開催県として優勝

したかったのですが､ 残念ながら

一歩及ばず目標達成はなりません

でしたので次回は鹿児島県で再挑

ボウリング 開催県としての優勝ならず

�����������

(勇 雅大)
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選手宣誓
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９月22日 (土) に県歯会館において､ 浦田

会長の挨拶の後に標記講演会が開催された｡

連休初日にも関わらず当初の予想を遥かに上

回る約130名の受講者があった｡ これも患者

さんの高齢化に伴い抗凝固剤やBP剤などの

使用が増加し､ 抜歯等の外科処置がだんだん

困難になってきていることから関心が高まっ

てきているのではと推察される｡

本講演は講師として国立病院機構熊本医療

センター歯科口腔外科部長の中島健氏をお迎

えして､ ワーファリン服用患者に絞って安心

安全な抜歯等の外科処置を行う為の留意点を

理解してもらうことを目的として開催され､

同時にPT-INR検査に係る保険算定や機器の

説明が行われた｡

講演の内容はまず抗血栓療法の大まかな概

要の説明から始まり､ ワーファリンについて

その作用機序､ 作用時間､ 相互作用そして問

題点など詳しい説明があった｡ さらにPT-IN

R値について説明されINR値を参考にしたワー

ファリン服用患者の抜歯症例を詳しい説明と

共にたくさん見せて頂き､ INRの測定は少な

くとも３日以内､ できれば抜歯当日に行うの

が望ましいとのことで､ INRが全てではない

けれど､ INR値を参考にすればワーファリン

服用患者の抜歯の安全性が飛躍的に高まるこ

とが理解できた｡ 加えて､ 症例をもとに止血

などのテクニックなど分かりやすく教授して

頂くなど大変有意義な講演内容であった｡

続いて､ 前田理事よりワーファリン服用患

者の外科処置に係る保険算定について説明が

あり､ PT-INR検査に係る保険算定のほか止

血シーネや後出血処置に関する保険算定につ

いても詳しく説明された｡

最後に､ (株) モリタ担当者によるPT-INR

検査機器の説明 (希望者は閉会後にデモあり)

を受けて､ 中嶋副会長の謝辞をもって閉会と

なった｡

(社会保険 中村 悟)

������������ IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値値をををををををををををををををををををををををを参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ににににににににににににににににににににににににししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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―講演会―�� �����
PT-INR値を参考に
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10月６日 (土) 14時より宮崎県歯科医師会
にて九州各県医療管理担当者会が開催され本
県から椿誠学術担当理事と有働委員２名が出
席した｡ 宮崎県歯中原則光副会長の開会挨拶
後､ 宮崎県歯重城正敏会長､ 日本歯科医師会
溝渕健一常務理事より挨拶があった｡ 出席者
紹介後､ 座長に宮崎県より翁長武一郎医療管
理担当理事､ 副座長に次期開催沖縄県の高良
政憲医療管理担当理事が選出された｡ 続いて
日歯報告が溝渕常務より以下の５点について
なされた｡
① 特別措置法の存続
② 診療報酬改定に関して政府への訴えかけ
③ インプラント苦情に関して
④ 控除対象外消費税について
⑤ 技工士法の改正についてなど
【協議】
九州各県医療管理関係の事業計画と予算の
報告後､ 各県提出議案について協議した｡
今回の議題は次の４点に絞られる｡
１､ 医療監視及び保健福祉事務所の立入り検
査
福岡県では今年度の立入り検査時に次の３
点が新たに含まれた
・歯科医療における補綴物などに関する調査
・個人情報保護に関する調査
・医療情報システムの安全管理に関する調査
２､ 歯科衛生士の確保､ 再就職支援事業の現
状と今後の取り組み

(佐賀､ 長崎､ 大分､ 熊本)
各県とも再就職支援事業の実施､ 再就職先
紹介､ 広報活動､ 各種講演会・研修会の開催､
会立の専門学校のオープンキャンパスの開催
等さまざまな活動が行われている｡
ただし､ 雇用側も雇用時間､ 賃金､ 再教育
の必要性など今後の課題が示された｡
３､ 向精神薬の個人使用のための購入に関し
て
長崎県では昨年県下の郡市において県薬務
課と保健所によりセルシン購入の調査あり｡
会員に配布した救急薬品セットにセルシンが
含まれていたためこれを機に救急薬品配布中
止｡

沖縄県では今年５月下旬より過去に向精神薬
を購入した歯科医院を対象に県薬務課と九州
厚生局による立入り調査が現在進行で実施｡
４､ 安心・安全の歯科医療､ 医療安全対策に
ついて委員会として会員への対応について
(佐賀､ 熊本)
安心・安全の歯科医療の確保に対して各種
講演会にて対応｡ 福岡県から医療対策関係の
講演会では弁護士や社会保険労務士などを講
師としての講演会は説得力ありとした｡
また医療安全対策に関して､ 各県､ アンケー
ト作成､ 医療法改正時説明会実施､ マニュア
ル作成などで対応｡
その他の各県から提出された議題
①平成19年医療法改正に伴う､ 医療安全確保
のための各県の対策 (佐賀)
各県マニュアル作成､ 研修会実施など
②スタッフとのトラブル事例や労務問題への
各県の対処 (佐賀)
各県とも社会保険労務士による講習会の開
催､ 就業規則の見直しなどを実施
③医療管理関係アンケートの各県の実施状況
(大分)
福岡､ 佐賀で積極的に医療管理関係アンケー
トを実施
④HIV感染者歯科医療ネットワークについて
(鹿児島)
各県とも今後ネットワークの構築を計画
⑤インターネット広告の規制 (鹿児島)
日歯作成のガイドラインにて会員に通知
⑥就業規則について (宮崎)

������������ 重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要なななななななななななななななななななななななな情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換のののののののののののののののののののののののの場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
―九州各県医療管理担当者会―�� ���

付議に参加する各県代表
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各県で作成｡ 熊本は平成17年作成の冊子を
今後改訂していくとお伝えした｡
日本歯科医師会への要望および質問について
１､ 各医療機関におけるホームページの対応
について
厚労省からの回答はホームページ立ち上げ
の際に各自調べておくようにとのことだった
が､ あくまで身体をあつかう性質の業種であ
り､ その規制は非常に難しいとの事｡
平成９年に患者満足度を高めるために患者へ
の情報提供をしっかり行う事の呼びかけで活
発化｡ その結果､ 医療の質の低下に繋がるた
め今後の課題検討とする｡
２､ 最新版 ｢歯科医師と法律Ｑ＆Ａ｣ を企画
し､ 日歯として統一した医事紛争のマニュ
アルを作成してほしい
｢医事紛争を起こさないために｣ の最新版

を各県に送付するので､ 読んでいただきたい｡
また､ マニュアルは現在作成中で３月に出す
との事｡
３､ インプラントについて日歯のガイドライ
ン作成について
厚労省から日本歯科医学会にお願いしてお
り平成25年３月までに作成予定｡
インプラントの危険性のみならず､ 長所も
記した内容のガイドラインも作成予定｡

長時間にわたる突っ込んだ内容の討議で､
今後もこのような機会を通じ他県との情報交
換を積極的に行っていく必要性を感じた｡ 次
期開催県である沖縄県の高良政憲理事より挨
拶があり､ 最後に宮崎県歯岩木秀文副会長の
閉会の辞で会議は終了した｡

(学術 有働 秀一)���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������
�����������
������������
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10月19日 (金) 午後２時より､ 知事応接室
において熊本広域大水害に係る協力・支援に
対する感謝状贈呈式が行われた｡ 県歯より浦
田会長､ 阿蘇郡市歯科医師会の代理として澤
田事務局長が出席した｡ この贈呈式では､ 7
月の豪雨災害の被災地支援に力を尽くした県
内の９団体に感謝状が送られた｡ 医療関係で
は､ 被災者の応急処置や体調管理などに努め
た県看護協会､ 県歯科医師会､ 阿蘇郡市医師
会､ 阿蘇郡市歯科医師会､ の４団体｡ 他に復
旧・復興関連の県産業廃棄物協会､ 県建設業
協会､ 県優良住宅協会の３団体と生徒全員が
ボランティア活動に参加した熊本北高と阿蘇

中央高の２団体｡ 阿蘇郡市の活動については､
本誌９月号で､ 阿蘇郡市田上大輔会員より詳
細な報告があった｡ できればあって欲しくな
い災害ではあるが､ 県歯では特に大規模災害
において他県の歯科医師会との連携や現在の
対応マニュアルの見直し､ 災害時に歯科医師
会としてどのような対応をしていくのかその
行動計画についてさらに踏み込んだ検討が必
要との結論から支援体制の整備を始めている｡

(広報 加藤 久雄)

報 告 豪雨災害の被災地支援に対し感謝状
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９月29日 (土) 17時より､ ホテル日航熊本
にて平成24年度シニア倶楽部が開催され､ あ
いにくの天気であったが､ 39名が参加された｡
社保説明会､ 記念写真撮影の後､ 牛島理事の
司会進行のもと､ 小島副会長の開会の辞で懇
親会が始まった｡ はじめに浦田会長より ｢足
元の悪い中､ 多くの先生に参加いただきあり
がとうございます｡ 会の運営はスムーズに進
行しており､ 先生方のご協力に感謝いたしま
す｡｣ と挨拶があった｡ 会務報告では､ 新法
人設立に関しては一般社団法人移行に向け着々
と準備中であること､ それに伴い代議員会制
に移行することについて説明があった｡ 続い
て今秋､ 熊本で開催された九州歯科医学大会
や全国学校歯科医協議会のこと､ 口腔保健セ
ンターリニューアルについての説明があった｡
次に参加者を代表して福富義人会員 (玉名
郡市) より挨拶があり､ シニア倶楽部につい
て私たちが知らない成り立ちや変遷などの説
明があり､ 貴重なお話を聞ける良い機会となっ
た｡ 来年もこの会で皆様と元気でお会いした
いと結ばれた｡
その後､ 師井淳吾会員 (熊本市) の乾杯に
より､ 宴が始まった｡ しばしの歓談のあと､
寿賀会員へお祝いの記念品贈呈があり､ 寿賀
会員を代表して竹田豊子会員 (人吉市) が代
表してお礼の言葉を述べられた｡ 今回の寿賀
会員の先生は別表の通り｡
会場の雰囲気も最高に盛り上がったころで､
カラオケタイムが始まった｡ 今回のトップバッ
ターは坂田光輝会員 (荒尾市) であった｡ 和
やかな時は流れ､ 多くの先生にカラオケに参
加いただいた｡ 途中､ 松本晉一会員より一井
正典先生についてのフィラデルフィアでの講
演についての報告があり､ あっという間に楽
しい時は流れた｡ 最後に中島副会長の万歳三
唱､ 宮坂副会長の閉会の辞をもって懇親会は
終了となった｡ 今回は屋外での写真撮影を予
定していたがあいにくの雨でかなわず残念で
あった｡ 例年より１ヶ月早い開催であるもの
の気候を考えると暑くもなく､ 寒くもなく丁
度良い時期とも思われた｡

参加いただいた先生方に感謝すると共に､ 来
年も多くの先生の参加を期待したい｡

(総務・厚生 池嶋 由希)
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―シニア倶楽部―�� ������

県歯を支えてきた先生方

平成24年度 寿賀会員一覧
郡市名 氏 名 生年月日 年齢 備考

熊本市 田上 学 Ｔ12.１.９ 90 卒寿

宇土郡市 松本文雄 Ｔ12.３.19 90 卒寿

阿蘇郡市 児玉範俊 Ｔ12.１.29 90 卒寿

水俣・芦北郡市 永田 勝 Ｔ11.５.25 90 卒寿

熊本市 岩村泰行 Ｔ14.３.18 88 米寿

熊本市 緒方史朗 Ｓ７.12.６ 80 傘寿

熊本市 永田博久 Ｓ７.９.25 80 傘寿

熊本市 渡邊 格 Ｓ７.８.３ 80 傘寿

玉名郡市 福富義人 Ｓ７.11.26 80 傘寿

八代 澤田宣彦 Ｓ７.７.９ 80 傘寿

人吉市 竹田豊子 Ｓ７.４.14 80 傘寿

天草郡市 松田愛人 Ｓ８.２.16 80 傘寿

熊本市 齊藤 健 Ｓ11.１.１ 77 喜寿

山鹿市 三村 保 Ｓ10.５.５ 77 喜寿

上益城郡 田中 穣 Ｓ10.６.19 77 喜寿

熊本市 伊東隆利 Ｓ17.７.30 70 古希

熊本市 甲斐利博 Ｓ17.４.４ 70 古希

熊本市 境 義紹 Ｓ18.２.14 70 古希

熊本市 坂本憲昭 Ｓ17.５.１ 70 古希

熊本市 津田勝久 Ｓ17.８.30 70 古希

熊本市 徳永宣夫 Ｓ17.７.28 70 古希

熊本市 西川庄次 Ｓ17.５.７ 70 古希

熊本市 元島渥子 Ｓ17.８.９ 70 古希

宇土郡市 下石兵衛 Ｓ18.３.12 70 古希

阿蘇郡市 大部彰義 Ｓ18.２.23 70 古希

人吉市 入江正昭 Ｓ18.１.23 70 古希
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９月22日から１週間､ 前回の2004年から８
年振りに熊本出身の明治期の歯科医・一井正
典の第３の故郷､ フィラデルフィア市を訪問｡
一井が1891年 (明治24) に卒業したフィラデ
ルフィア・デンタルカレッジ (PDC) の後
継校､ テンプル大学歯学部 (Temple Univ.
Kornberg School of Dentistry) で開催され
た表記イベント (図１) に参加してきました｡
今回も前回同様､ 家内と長男と３人での訪問
です｡
現地での記念
行事行事開催の
きっかけは､ 今
年が一井生誕
150周年の節目
の年で､ 人吉市
で記念の会が企
画されることを
知った現地フィ
ラデルフィア在
住30年の人吉出
身の宮原了一氏
の働きかけより､
テンプル大学と
ペンシルベニア大学関係者､ フィラデルフィ
ア日米協会､ 在米日本人グループなどが一つ
になって実行委員会組織を作られ､ 本年春先
に企画されたものです｡
○フィラデルフィアへ
週の前半はボストン及びニューヨーク市内
を見学､ 訪米４日目の19日午後､ アムトラッ
ク急行アセラで懐かしいフィラデルフィアに
入りました｡ 夜には人吉出身の宮原了一氏と
久しぶりにお会いして､ まず今回の訪問スケ
ジュールの内容を確認､ 行事の準備状況を聞
き当日に備えました｡ 翌20日は朝からテンプ
ル大学総合図書館Paley Library主事のMs.
Carol A.Harrisさんと面会､ 用意された
Ledgerと呼ばれる分厚い115年前のThe
Stomatologist (図２) から当時の歯科学の
内容を探り､次に1892年のBOYD�S Business
Directoryより一井正典のフィラデルフィア
市内２番目の開業地､ Ichinoi M, Dentist,
206 N 16thの住所を確認しました｡
また21日の午前中はテンプル大歯学部４階
の歴史資料室での調査｡ 学部長補佐のSarah
Greyさんが準備された当時の教科書や資料
の閲覧､ 当時の医療器具等の調査をしました｡
その中には前回には見なかった一井在学時代

の教科書､ 大学の紀要
(Announcment)､一井が卒
業した1891年の卒業式典内
容(Annual Commencement)
などを確認することが出来
ました｡またテンプル大学
歯学部“History of the
Temple University School
of Dentistry1863～1963版
と1863～83版 (図３) を頂
戴しました｡
○記念セレモニー本番
午後３時
からは今回
の本番行事､
一井正典生
誕150周年
記念のセレ
モニーと講
演会に出席｡
この“Dr.
Masatsune
Ichinoi150th

Birthday
Celebration”はまず､フィラデルフィア日本名
誉総領事のDennis J.Morikawa氏のWelcome
& Introductionで進行､ 市議会議員のDavid
Ohさんの祝辞､そしてAmidI.Ismailテンプル
大歯学部長の挨拶､続いて松本が“Intoroduce
to Dr.Ichinoi and hishome town Hitoyoshi”
の題で､ パワーポイントを用いて本県歯会作
製の一井生誕150周年記念誌を元に､ 一井正
典の人と成り､ 人吉の町を20分ほど講演 (図
４)｡ 次にペンシルベニア州歯科医師会のDr.
James Boyleが3年前のアメリカ歯科医師会
ADA創設150周年､ 歯科麻酔の歴史からドッ
クホリデイの話題までを20分ほど講演されま
した｡

���������������������������������������������
｢米国フィラデルフィアでの一井生誕記念イベント｣

日本歯科医史学会会員 松本 晉一

図１ 記念セレモニー内容

図２ Stomatologist

図３ PDCの歴史

図４ 松本講演

報 告
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続いてフィラデルフィア日米協会の
Kazumi Teuneさんの通訳で浦田健二熊本県
歯科医師会長 (日本語)､ 金子譲東京歯科大
学理事長 (英語)､ 田中信孝人吉市長 (ビデ
オ) 各氏のメッセージが披露されました｡
(図５)

同時に会場
付近では図６
のように一井
に関する歴史
資料展示がフ
ランクリン博
物館関係者の
手になる10枚
ほどの美しい
パネルで構成・
紹介され､ 又
ＰＣやビデオ
を用いて一井

の手紙や人吉の､ 町の様子を紹介､ テーブル
には一井の伝記本や人吉の観光パンフも展示
されました｡
その後､ イスメル学部長の案内で病院内を
見学､ イスメル学部長から一井に関する事跡
を病院内に図７の背景写真ように展示して紹
介したい､ との申し出があり､ こちらの意図
するところをお組みいただきました｡ それに
対し前回同様､ 今回も歴史資料保存と展示の
ための基金として僅かばかりの寄付を致しま

した｡
翌日は一井の専門にちなみ､ クラウンブリッ
ジの“Prothodontic Review and Update”
のテーマで卒後研修を兼ねた講演会が開催さ
れましたが､ 私どもは飛行機便の都合もあり
早朝フィラデルフィア空港からNYケネデイ
空港経由で再度JAL便にて帰国の途につきま
した｡
○今回の訪問の成果として
１､ 一井正典の存在とその人物像が､ 大学や
歯科医師会さらに行政を含めた地元フィラ
デルフィア関係者に改めて認識されたこと
２､ 一井の米国と日本での貢献､ そして今回
の展示・講演会の開催が“日米の友好に大
いに役立つもの”と認められ､ フィラデル
フィア市とペンシルべニア州政府両方から
認定と感謝状を頂き､ この行事が高く評価
されたこと (図８)

３､ 今回の３度目の訪問で､ 次のさらなる交
流へのつながりが出来きたこと
４､ 講演発表や展示にはやはり英語での表現
表記がしっかり出来ていなければ､ 相手に
理解されないことを痛感｡ 配布した県歯会
作製の一井生誕記念誌も英文は一部のみで､
その内容に不満があったこと
５､ 今回の開催には現地実行委員のメンバー
特に宮原了一氏とその関係者の存在なくし
ては､ この記念行事の成功はなかったと思
われる｡
最後に､ 現地実行委員の皆様､ 大学関係の
皆様､ そして今回一井生誕記念誌の作製をい
ただいた本会会員の皆様のご支援とご協力に
感謝申し上げます｡

※人吉城歴史館での一井人物展 ｢一井正典､
じゅぐりっと日米をかけた歯科医｣ は12月
９日まで開催中｡ また今月17日18日には熊
本市出身の講談師・宝井琴調先生による
｢海を渡った西南ノ役の美少年｣ 新作講談
会が開催されます｡ どうぞ､ 人よし､ 城よ
し､ 焼酎よしの人吉の街へお出かけ下さい｡

図５ セレモニー内容

図６ 一井パネル展示

図７ イスメル学部長と宮原了一氏

図８ フィラデルフィア市からの認定証
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当当院院のの歯歯周周病病患患者者にに対対すするる
全全顎顎治治療療とと経経営営理理念念

熊本市 村上 慶 会員

当院は予防を中心とした診療を開業当初から
行っています｡ 今回､ 重度歯周病患者に対しイ
ンプラント治療を行った2症例を提示させていた
だきながら､ 当院のシステムについて経営面も
含めご紹介いたします｡
(症例１) 患者は50歳女性の患者で歯科恐怖

症の方です｡ 口腔衛生状態は不良で､ 歯列不正､
カリエス､ 重度歯周病､ 歯牙欠損を認めた｡ 最
初に来院された時は応急処置のみで一度は中断
をされた｡ １年後に再度受診をされた時､ 口腔
衛生状態は少し改善しており､ 治療にいくぶん
積極的になられていた｡ 治療内容として､ まず
保存不可能な歯の抜歯と歯周基本治療を行った
た｡ 下顎欠損部にはインプラントを行い､ 上顎
は何とか自分の歯の保存を図った｡ その後MT
Mを行い歯のポジションを整え､ プロビジョナ
ルを作製､ 経過を観察し､ 最終補綴に移行した｡
ただここまで治療の中断や経済的な問題もあり
３年がかかった｡ よくこの長い期間を歯科恐怖
症だった患者が乗り越えることができたなと思
います｡ それはひとえに患者を教育・指導しな
がらも励まし続けた歯科衛生士の存在が大きい
と考えています｡ 実際患者から ｢この歯科医院
だから続けられた｣ と言っていただき､ スタッ
フと患者との信頼の強さを感じた｡ 今でも２か
月に一度のSPTに欠かさず来院されています｡
(症例２) 50歳代の女性の患者で､ 抜歯予定

だった 543 を､ 何とか保存できた症例です｡
543 は骨吸収が著しく絶対に保存は不可能と思っ
ていたのですが､ すぐに抜歯をしてしまうとイ
ンプラントや義歯をする上で骨が不足してしま
い､ 補綴的に問題が多いと判断した｡ そこでエ
ラプションを行い少しでも周囲組織の改善を行っ
て抜歯をする計画を立てた｡ 治療は初期治療後､
左下臼歯部にインプラントを行い､ 54 はFOP､
６ はヘミセクションを行い何とか保存を試みた｡
543 はエラプション後､ 患者の強い希望もあり
一度FOPを行い経過観察することにした｡ 結果
として 543 は何とか保存が可能となり､ 最終補
綴を装着しSPTに移行することができた｡ この
歯牙の保存ができたのは患者の熱意と､ スタッ
フの患者への思いが強かったからだと思います｡

(症例１ 術前口腔内写真)

(症例１ 術後口腔内写真)

(症例２ 543 の術前､ 術後のデジタルＸ線写真)
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おそらく普通であれば間違いなく抜歯となっ
ていたでしょう｡
２症例ともシビアなケースで治療期間は長
くかかった｡ 治療を終えて感じることは､ 担
当する歯科医師や歯科衛生士の考え方で結果
は随分違うだろうということです｡ 考え方に
よってはもっと積極的に抜歯し､ 義歯やイン
プラントで早く治療を終えることができたと
も思います｡ 当院ではスタッフ一人一人が主
役になるようなシステムを考えています｡ 診
断や治療計画は歯科医師の役割ですが､ 実際
に歯牙の保存を可能にするのは､ スタッフの
思いや患者の頑張りです｡ そこで歯科衛生士
を担当制にし､ できるだけ患者に寄り添うよ
うに治療にあたってもらっています｡
経営と学術研鑽：経営は医院の理念があっ
て､ その上でマーケティング戦略やマネッジ
メントの仕組みを作る必要があります｡ マー
ケティングには一般的に商品設計､ 営業設計､
店舗設計､ 立地､ クレーム対応などがありま
す｡ 歯科の分野で商品設計とは､ むし歯や歯
周病治療､ 義歯､ インプラント､ ホワイトニ

この学術レポートは､ 本会ホームページ (会員専用ページ) にもカラー写真にて､ 掲載しております｡

(症例２ 術前､ 術後の口腔内写真)

ング､ 口腔外科的処置､ 矯正､ 審美補綴など
の医院が提供できる歯科技術になると思いま
す｡ この歯科技術を増やすために学術研鑽を
積むことが必要ですが､ 研鑽した技術・スタッ
フ教育・患者への啓蒙のバランスが大事だと
考えています｡ 院長は理解しているけどスタッ
フは何のことか分からないといったことにな
らないようにしないといけません｡ 営業設計
では､ 広告・看板といった院外マーケティン
グと院内の中での啓蒙活動を中心とした院内
マーケティングがありますが､ どちらかとい
うと院内マーケティングが歯科医院の場合重
要と思います｡ 当院では自費治療のパンフレッ
トを作成したり､ 院内新聞を発行しています｡
次にマネッジメントですが､ マネッジメント
はマーケティング以上に難しいと実感してい
ます｡ スタッフの仕事として診療業務と診療
外業務の２つが挙げられます｡ 診療業務は当
たり前として､ 診療外業務をどれだけ積極的
にしてくれるかがマネッジメントのバロメー
ターになると思います｡ 当院では3つのチー
ムに分けて診療外業務を行ってもらっていて､
スタッフそれぞれがかなり責任感をもってやっ
てくれています｡ またマネッジメントでは仕
事に対する価値観を共有することも大切と考
えています｡ 当院は開業間もない頃より､ 接
遇・マナーに関して外部講師に依頼し社会人
としての教育を行っています｡ 歯科医院では
こうした社会人としての教育を受ける機会が
すくないので､ 一般企業並みにこうした教育
を受けておくことはスタッフにとって将来の
財産になると考えていますし､ スタッフとこ
うした学ぶ場があることが､ スタッフの一体
感や共通の価値観をつくるきっかけになると
思います｡
まとめ：最近私が凄く大事にしていること
があります｡ それは ｢出会い｣ です｡ 患者か
ら ｢ここに来て良かった｣ と言っていただけ
たり､ スタッフが退社するときに ｢感動の涙｣
を見ることがあります｡ そんな時に当院と出
会ったことが僅かばかりでも､ 患者やスタッ
フの人生にプラスだったのかなと感じ嬉しく
思います｡ これからもっともっと ｢出会えて
良かった｣ と言っていただけるような歯科医
院になれるよう努力していきたいと思います｡
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９月14日 (金) ウイング

松橋 視聴覚教室にてくま

歯キャラバン隊研修会が行

われた｡ 今回は下益城郡､

宇土郡合同との事で､ 全26

名の会員が出席された｡

まず ｢保険診療のポイント｣ と言う内容

で勇励常務理事よ

り歯科疾患管理料

算定時の留意点な

ど､ 細部にわたり

お話しいただいた｡

また偏った診療

にならないように

とアドバイスされ

た｡

次に医療対策委

員会冨屋栄祐理事

より主に ｢医療苦

情の実情と実例に

ついて｣ という内

容でお話しいただ

いた｡

最近では保険診

療にも苦情が増加

してきている現状

やモンスターペイシェントの存在について等

の説明があった｡

歯科医師とスタッフ間はもちろん患者と歯

科医師のコミニケーションのとり方がいかに

重要であるか､ 考えさせられる内容であった｡

(田染 直子)

宇土･下益城

洲町の��稔会員の２名であり､ 還暦を迎え
たが前にも増して気力は充実しており仕事に

遊びに今後も頑張っていきたいと抱負を語っ

ていただいた｡ ２時間の限られた時間であっ

たが皆で親睦を深めた｡ 最後にまた来年も皆

さん元気でこの会を盛り上げていきましょう

という事で増田会員の万歳三唱でお開きとなっ

た｡ (山本 浩喜)

９月21日 (金) 午後７時

から玉名市内の日本料理

｢たがみ｣ において福寿会が行われた｡ この

会は玉名郡市の60歳以上の会員を対象に21年

前に発足した会である｡ 今回は福寿会会員と

執行部合わせて23名の参加があった｡ まずは

冨永会長の開会の挨拶があり､ 次に会員を代

表して福富会員からも挨拶があり会員数も全

会員の半数近くまで増え今後もますます元気

で頑張りましょうという事であった､ 森副会

長の乾杯で

宴会が始ま

った｡

今回還暦

をむかえて

入会された

のは､ 玉名

市内の田中

康会員と長

―福寿会―玉名
����������

新入会員の��です
福寿会の皆さん今日は大いに飲みましょう
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９月29日 (土) 午後４時

より､ 白鷺荘別館に於いて
荒尾､ 玉名合同の学術研修
会が行われた｡ 講師に熊本
大学医学部歯科口腔外科篠
原正徳教授をお招きして､
『開業医として知っておき

たい口腔疾患の診断と治療について』 という
演題で講演が行われた｡
まず最初に私達がどれくらい口腔疾患を知っ
ているか試す為に､ スライドを見て病名を当
てるクイズ形式の問題が行われた｡ 参加した
会員は思ったよりも難しかったのかその後の
講演を真剣に聞いていた｡
口腔内には色々な病気が出現するので､ 歯

だけを診るのでなく口腔全体を診る事がいか
に重要であるか説明された｡ 悪性腫瘍は30年
前と５年生存率はあまり変わりなく､ ５人に
１人は亡くなるとても怖い病気である｡ しか
し医療の発展に伴い､ QOLは格段に良くなっ
ているので早期発見する事が大事である｡ 我々
一般開業医が怪しいと思われる口腔疾患を見
た際､ 大学病院に送るかもしくはメールで病
巣部の写真を送って下さいとの事であった｡
今回の講演会はたくさんのスライドを使っ
て､ 分かりやすく説明して頂いた｡ 講演終了
後懇親会も開かれ､ 篠原教授を囲んで荒尾､
玉名会員で親睦を深めた｡

(永廣 有伸)

荒尾･玉名

よるセメント質の除去よりも､ なによりもバ
イオフィルムの除去が大切になってくれるで
あろうという一歩進んだお話をしていただい
た｡
終了後は懇親会会場に移り､ 会員からの質
問に長時間にわたり答えていただいた｡

(乕谷 真)

10月６日 (土) 午後４時
より､ 県歯会館において､

講師として東克章会員をお迎えし､ 歯周病の
講習会を開催した｡ 今回は阿蘇郡市の会員は
もちろんのこと､ デンタルスタッフも参加し
ての講習会で根面デブラメイドメントについ
てお話しいただいた｡
歯周治療の基本戦略として
１､ 診断のための全顎的なプロービング検査
２､ 歯肉縁下のバイオフィルムの破壊
３､ 歯肉縁下の細菌叢を疾患発症の閾値以
下に抑え込む
４､ 歯肉縁上のコントロールにより歯肉縁
下の細菌の再集落化を防ぐ
以上､ ４つのステップが重要で､ どれ一つ
が欠けても成功しない｡
最近の歯周治療においては､ 過度なSRPに

―学術講演会―阿蘇
������������

口腔全体を診る事が重要

早期発見が大事

バイオフィルムの除去が大切
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10月10日 (水) ７時30分

より荒尾万田炭坑館でくま

歯キャラバン隊リレー講演

会の第２弾として県歯から

渡辺賢治専務と犬束美尚委

員をお招きし､ 医療対策研

修会が荒歯会例会の後､ 約１時間行われた｡

医療に完璧がない以上､ トラブルが生じた

場合の心構えと対応が重要とあって､ 参加し

た会員は真剣に犬束委員の説明に聴き入って

いた｡

その中で県歯は全面的にバックアップする

が､ 当事者の会員が会に丸投げするものでは

ないということ､ トラブルに至った経緯など

は決して口外することはないので､ 事実関係

をすべて知らせて欲しいということ､ 決して

個人だけで対応しないようにして欲しいこと､

更に事故が生じた場合のフローチャート､ 必

要書類の説明の後､ H21～23までの月別､ 郡

市別事例件数､ 医療相談/苦情報告項目別ラ

ンキングのデーターの解説をして頂いた｡

昨今の経済情勢のせいか､ 従来から高頻度

の説明不足と同じくらい治療費問題が多くなっ

てきているのが象徴的ではあったが､ インプ

ラントに関する問題が想像していたより少な

かったことには安堵した｡

いずれにしても普段からの臨床に対する姿

勢がトラブルを拡大しない最大の秘訣ではな

いかと改めて実感した｡ (坂田 輝之)

荒尾

医療に完璧がない以上トラブルは他人事ではない
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謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

吉川 知彦 先生
平成24年10月７日 ご逝去 95歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和22年８月30日

田中 勝久
(タナカ カツヒサ)

人吉市南泉田町95-2

たなかファミリー歯科

①ドクターとスタッフとのチームワーク
での歯科医療体系の構築
②患者様が安心して来ていただける歯科
医療
③ドクター､ スタッフみんなの笑顔
④地域に根差したホームドクターを目指
しています｡

一一 般般 会会 員員

①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのよう
なものですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特
色を教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡ � 福泰
(ペエ フクヤス)

菊池市泗水町
豊水字頭図3359-1

ペエ歯科クリニック
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会 務 報 告 自 平成24年９月24日
至 平成24年10月18日

所管 日付 摘要 出席

総 務

９月24日 県がん患者医科歯科連携事業打合せ
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 松岡常務理事､ 田上・松本・牛
島理事

25日
九州歯科医学大会の内容説明 (熊本SJCD) (熊本市) 牛島理事

大阪府歯会役員との懇談会 (熊本市)
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 堤顧問

26日

大阪府歯会役員来館､ 口腔保健センター視察 (口腔保健センター) 澤田事務局長

第６回理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 九州､ 中国・四国地区役員連絡協議会の提出協議題
(３) 向精神薬の取扱い ほか

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

第65回九州歯科医学大会第５回実行委員会 浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

27日
第48回九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

第３次歯科保健医療計画策定に係る打合せ
宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 松岡常
務理事､ 田上・松本理事

28日
月次監査 片山・西野監事

九州歯科医学大会の内容説明 (KDM) (熊本市) 小島副会長

29日 地域看護研究会 (熊本保健科学大学) 渡辺専務理事

30日 県歯剣道部壮行会 (熊本市) 浦田会長

10月２日

第２回日歯歯科保健医療に関する情報戦略ワーキンググループ会議 (日歯会館) 渡辺専務理事

第65回九州歯科医学大会アナウンサーとの打合せ 宮坂副会長､ 澤田事務局長

救急医療講演会 (ニュースカイホテル) 牛島理事

３日

第13回常務理事会
(１) ３月の通常代議員会・総会までの手続きスケジュール
(２) 平成25年度各委員会概算要求協議日程
(３) 県薬務衛生課からの会員への周知依頼 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事

４日 県・八代市総合防災訓練第３回全体説明会 (県八代総合庁舎) 澤田事務局長

４日 県医療・保健・福祉連携学会第２回企画委員会 (県医師会館) 牛島理事

４日 第65回九州歯科医学大会事前打合せ 逢坂学院長

５日

第52回全国国保地域医療学会開会式事前打合せ (市民会館崇城大学ホール) 浦田会長

第52回全国国保地域医療学会開会式 (市民会館崇城大学ホール) 浦田会長

第65回九州歯科医学大会の内容説明 (中島学園) 小島副会長､ 伊藤学院長

第52回全国国保地域医療学会地域医療交流会 (熊本ホテルキャッスル) 浦田会長

県がん患者医科歯科連携事業各郡市担当者説明会
(１) がん連携事業の経緯 (２) 伝達講習会連携講習会の実施手順および今後のスケジュール
(３) 事業実施内容説明 ほか

浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上・松本・牛島理事

９日
県がん患者医科歯科連携事業打合せ
10／21講習会打ち合わせ

小島副会長､ 渡辺専務理事､ 牛島理
事

10日 くま歯キャラバン隊 (荒尾市) (荒尾市・万田炭鉱館) 受講者：21名 渡辺専務理事､ 犬束委員

11日 第732回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

12日
九州歯科医学大会リハーサル (熊本市民会館崇城大学ホール)

小島・宮坂副会長､ 渡辺専務理事､
勇・八木常務理事､ 井上副委員長他
１委員

第65回九州歯科医学大会講師との打合せ (ホテル日航)
浦田会長､ 伊藤学院長､ 松岡常務理
事､ 牛島・椿理事､ 添島委員長

13日

第65回九州歯科医学大会受付事務職員説明会 (熊本市民会館崇城大学ホール)
九州各県職員20名 (熊本除く)

宮�書記
九地連役員会 (熊本市民会館崇城大学ホール) 浦田会長､ 渡辺専務理事

第65回九州歯科医学大会厚生行事 (熊本市民会館崇城大学ホール)
俳句

浦田会長､ 牛島理事､ 池嶋委員長他
２名

第65回九州歯科医学大会 (熊本市民会館崇城大学ホール)
講師：武田孝之氏､ 安達恵利子氏 受講者1,009名

浦田会長他

神奈川歯科大学同窓会九州地区連合懇親会・県支部創立40周年記念祝賀会
(熊本ホテルキャッスル)

浦田会長

14日

第65回九州歯科医学大会厚生行事 (熊本県内各所)
野球､ 剣道､ テニス､ ゴルフ､ ボウリング､ 囲碁

浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事､ 勇・八木常務理事､
加藤・牛島理事､ 広報委員５名､ 総
務・厚生委員５名

鹿児島県歯会役員会館視察訪問 小島副会長､ 八木常務理事

愛知県歯会新会館落成記念祝賀会 (名古屋東急ホテル) 浦田会長

16日
第12回会計打合せ
会計規則､ 監査規則､ 役員報酬に関する規則の見直し

渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 諸岡
会計士

17日

東京医科歯科大学歯科同窓会システム受託業者来館 浦田会長

第14回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 平成24年度高齢者の口腔ケア推進事業 (３) 11月８日いい歯
の日の熊日新聞への掲載記事内容 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事

学 術 10月６日 九州各県医療管理担当者会 (宮崎県歯会館) 椿理事､ 有働委員

社会保険

９月25日 九州厚生局との打合せ 中嶋副会長､ 勇常務理事､ 前田理事

28日
保険個別指導 (KKRホテル) 前田理事

社会保険委員会
(１) 会員向け発刊物 (２) 個別指導立会い・相談会 (３) 九州歯科医学大会 ほか

前田理事､ 田中委員長他10委員
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所管 日付 摘要 出席

社会保険

29日
シニア倶楽部社会保険研修会 (ホテル日航熊本)
受講者：26名

浦田会長､ 中嶋副会長､ 渡辺専務理
事､ 勇常務理事､ 牛島理事､ 清水・
渡辺副委員長他１委員

10月１日 社会保険指導者研修会 (東京・日本教育会館) 清水副委員長

６日
レセプト事前チェックセンター
相談者：２名 (来館・１名､ 電話・１名)

前田理事､ 桐野委員

地域保健

９月25日 ｢熊本さわやか大学校｣ 八代校講演 (やつしろハーモニーホール) 鶴田理事 (八代)

29日
早産予防対策事業打ち合わせ
熊本大学産科婦人科学分野 大場准教授との打合せ

船津書記

10月２日
地域保健委員会
(１) 標準的な成人歯科健診モデル事業 (２) 九州歯科医学大会
(３) 地域保健委員会研修会 ほか

田上理事､ 川瀬委員長他全委員

６日 九州口腔衛生学会幹事会 (鹿児島県歯会館) 田上理事

10日 第１回笑顔ヘルＣキャンペーン打合せ
宮坂副会長､ 田上・加藤理事､ 川瀬
委員長

広 報

９月24日
広報小委員会
(１) 会報10月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

28日
広報小委員会
(１) 会報10月号・第２回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

10月６日 九州各県広報担当者会 (佐賀県歯会館) 加藤理事､ 立本副委員長

16日
広報委員会
(１) 会報11月号・編集

加藤理事､ 佐藤委員長他全委員

17日
笑顔ヘルＣ写真コンクール審査会
(１) 笑顔ヘルＣ写真コンクール審査

加藤理事､ 立本副委員長

学校歯科

９月25日 県高等学校保健会第２回理事会 (熊本高校) 宮坂副会長

10月17日
第62回全国学校歯科医協議会会場打合せ (KKRホテル熊本) 大林理事､ 河原委員長

学校歯科委員会
11／８全国学校保健研究大会､ 全国学校歯科医協議会

大林理事､ 河原委員長他全委員

18日
県学校保健会合同研修会打合せ (南関町)
県学校保健会：２名､ シンポジストの選択

大林理事

県PTA災害見舞金安全会判定審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

医療対策
10月３日

医療相談
弁護士､ 当該歯科医師と患者を交えての協議

冨屋理事､ 犬束委員

９日
医療相談
紛争事例についての協議

冨屋理事､ 犬束委員

センター･介護

９月29日 県介護支援専門員更新研修 (交通センターホテル) 今藤委員

10月２日 口腔保健センターカルテ・会計チェック 五島委員

３日 第１回県在宅医療連携体制検討協議会 (ホテル熊本テルサ) 松岡常務理事

４日 国保直診・口腔保健研修会 (KKRホテル熊本) 松岡常務理事

９日
重身の親の会への口腔ケア打ち合わせ
(１) 10／27たんぽぽ広場親子療育

松本理事､ 山田委員､ 松村歯科衛生
士

18日

県介護支援専門員更新研修 (KKRホテル熊本) 松本理事

高齢者の口腔ケア推進事業打合せ
宮坂副会長､ 松岡常務理事､ 松本理
事

重身の親の会への口腔ケア打ち合わせ 松本理事

総務･厚生

９月27日 玉名郡市健康診断 (玉名市民会館)

28日
総務・厚生委員会
(１) シニア倶楽部 (２) 九地連俳句大会､ 厚生行事 (３) がん連携講習会

牛島理事､ 池嶋委員長他全委員

29日
シニア倶楽部 (ホテル日航熊本)
参加者：39名

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事､ 池嶋委員長他３委員

10月６日 八代健康診断 (八代市医師会健診検査センター)

12日 菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)

13日 八代健康診断 (八代市医師会健診検査センター)

18日 菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)

学 院

９月24日

学院始業式 (学院校舎) 伊藤学院長

学院特別講演
｢スペシャルオリンピッックスから学んだこと｣
スペシャルオリンピッックス名誉会長 細川佳代子氏

伊藤学院長､ 松岡副学院長､ 松本理
事

10月10日
学院自衛隊隊内生活体験 (至12日) (自衛隊北熊本駐屯地)
１年生Ａ班：28名

伊藤学院長他２名

11日 学院推薦入学試験願書受付 (23日迄)

15日 学院入学試験委員会 浦田会長､ 伊藤学院長他６名

国保組合

９月27日
第４回国保理事会
(１) 高齢者健康対策事業

浦田理事長他全役員

28日 全協理事長・役員研修会 (八重洲富士屋ホテル) 浦田理事長

10月１日 社会保険指導者研修会 (東京・日本教育会館) 上野副理事長

事 業 課
９月27日

第４回奥様医業経営塾 (第１講)
｢試算表・決算書の見方｣

牛島理事

10月11日
第４回奥様医業経営塾 (第２講)
｢賢いお金の借り方・返し方｣






